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日本下水文化研究会

NPO法人化20周年記念誌
発 刊 の 辞

日本下水文化研究会が活動をスタートさせたのは今を 34 年遡る 1986 年のことである。1992 年から
は全国組織となり、その 7年後の 1999 年、特定非営利活動法人として法人格を取得し、今日に至る。
本記念誌はスタートから今日に至るまでの日本下水文化研究会の活動の足跡を振り返り、次の時代に
伝えるべきことを明らかにすることを目的に編纂されたものである。

記念誌出版の企画は、1986 年から 30 周年を迎えた 2016 年にもちあがり、「記念誌編集委員会（委員
長：稲場紀久雄評議員）」を組織することが総会で承認された。委員会では、記念誌の発刊は本会にとっ
て極めて重要なので、拙速で進めるべきでないという見解に立ち、1999 年の法人化から 20 周年を本史、
法人化以前の 13 年を前史として扱うことにし、編集製作に 3年の期間を当てることになった。こうし
て、2017 年に編集方針、執筆分担等が決まり、2018 年度に最終的な記念誌の構成が定まった。かくして、
関係者の努力によって、ここに記念誌発刊が実現した。

1986 年以降の活動すべてが掲載されていること、ならびに本会の活動が目指してきた目標を明示し、
副題は「設立 33 年の歩みと健全な水循環への志向」とした。1998 年には、広く会員の本会への思い、
下水文化への思いを集めるべく、会員寄稿を募った。
本記念誌は、3部構成となっている。第 1部では通史として、法人格取得前を「前史」、取得後を「本
史」とし、33 年間の経緯を総括的にまとめている。
第 2部では、分科会活動、支部活動、ならびに本会が継続してきた多岐にわたる 10 の活動が各論と
して述べられている。
第 3部は、会員からの寄稿を含め次の時代への思いが語られている。
現在では、正会員数約 100 名の組織であるが、8名の有志でスタートし、一度は入会したという会員
は現会員を含め 500 名に達する。会員各位には、本会が目指してきたことやこれまでの多様な活動を
今一度確認していただければと思う。

34 年という時間の経過のなかで、組織の新陳代謝がうまくいったとは言えず、会員の高齢化は進ん
でいる。しかし、法人化 20周年は、これからも継続していく道のりにおけるひとつの節目ととらえたい。
なぜなら、命と健康に欠かせない水資源、公衆衛生、水資源を支える水循環、多様な生物をはぐくむ
水環境に関わる課題は、決して解決の方向に向かっているとは言えないからである。
日本下水文化研究会は、これらの課題に志をもって取り組んできたと自負している。読者各位が、我々
の志を感じ取り、問題意識を再認識していただく一助になれば幸いである。

2020 年 7 月 10 日
執筆者を代表して・前代表　酒井　彰
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